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丸山噴泉塔に生育する蘇苔類

乙幡 康 之1)

BryophytesfoundinthesinterconesofMaruyamavolcano,Kamishihoro,Hokkaido

YasuyukiOPPATA1)

は じ め に

蘇 苔類(コ ケ植 物)は,広 く多様 な環境 に生 育 し,

海 水 中 を除 い て地 球 上 の至 る所 に 分布 す る.ま た,

そ の 生育 基 物 も実 に様 々で あ り,主 要 な もの に地 面

や 岩 石上,樹 幹 が挙 げ られ る.し か しなが ら,蘇 苔

類 は 他 の高 等 植 物 と違 って 組織 の発 達 が 悪 く,環 境

の 影 響 を受 けや す い.井 上(1955)に よ る と,蘇 苔

類 の 生活 に影 響 を与 え て い るの は,水 分 や 基物 の酸

性 度,温 度,光 な どは勿 論 の こ と,化 学 物 質 や そ の

他 あ らゆ る環 境 要 素 で あ る.し た が っ て,あ る特 定

の 環 境 を知 る上 で 蘇 苔類 は指 標 とな る植 物 で あ る と

言 え る.

蘇 苔類 に は特 殊 な環境 下 に生 育 す る種 が 知 られ て

い る.野 口(1959)は 好石 灰 岩 種 の蘇 類 が 隔 離 分布

す る こ と を論 じ,さ らに種 の分 布 を要 因別 に区 分 し

て い る.蘇 苔類 の分 布 や生 態 と,生 育 基 物 の 化 学 成

分 やpH値 は密 接 に関係 して お り,石 灰 岩地 域 で は 多

くの 研 究 例 が あ る(中 西1979,中 西 ・平 岡1981,

Bates1982,Bates2000な ど).そ の 他 に も温 泉 や

鉱 泉,低pHな どの 特 殊 な 環 境 下 に生 育 す る蘇 苔 類

も知 られて い る(岩 月 ・水 谷1972,吉 岡!951,香

山 ほ か2000な ど).

地域概 要

丸 山噴泉塔:は,北 海道 十勝北部 の丸 山火山

(1691.9m)南 東 の 標 高1120m付 近 に 位 置 す る(図

1).近 堂 ほ か(1991)に よ る と,形 成 年 代 の や や

古 い 爆 裂 火 口が 確 認 され てお り,火 口底 の 白色 沼 に

は炭 酸 カ ル シ ウ ムの 沈殿 物 上 に石灰 華 噴泉 塔 が 成 長

を続 けて い る.白 色 沼 か らは温 泉 ガス で あ る炭 酸 ガ

ス の噴 出が 著 し く,噴 泉 塔 頂 部 か ら24.7℃ の 弱 酸 性

泉(pH6.0)が 湧 出 して い る.ま た,噴 泉 塔 の 主 成

分 は方 解 石 で あ る(近 堂 ほ か1982).こ の丸 山噴 泉

塔 は1985(昭 和60)年8月 に,上 十 幌 町指 定 文 化財

に指 定 され て い る.

大 雪 山 国 立 公 園 地 域 の 蘇 苔 類 に 関 す る研 究 は,

佐 々 木(!985)に よ っ て1935年 か ら1984年 ま で の

文献 が ま とめ られ てい る.こ れ に よる と,大 雪 山 国

立 公 園で は 断片 的 な研 究 が多 く総 合 的 な研 究 調 査 は

行 わ れて い な い.ま た,東 大 雪 地 域 に お け る蘇 苔 類

の 研 究 も多 くな い.神 田(1984)は 東 大 雪 の然 別

湖 や 五 色 ヶ原 な ど に お い て 蘇 苔 類 を調 査 し,74種

の 蘇 苔 類 を記 録 して い る.ま た,滝 田(1999)は

上 士 幌 町 の ウペ ペ サ ンケ 山 と十 勝 三 股 にお い て ミ

ズ ゴケ 類 の 調 査 を行 い,ホ ソバ ミズ ゴケSρhagnum

girgensohnii,ゴ レ ツ ミ ズ ゴ ケS.quinquefarium,

ミヤ マ ミ ズ ゴ ケS.russowii,ウ ロ コ ミ ズ ゴ ケS.

squ∂rrosumを 記 載 して い る.

本 調査 は温 泉 成 分 を考 慮 し,丸 山噴 泉 塔 群 及 び 白

色 沼 に起 因す る場 所 か ら蘇 苔類 を採 集 した.な お,

採 集 した 蘇 苔 類 は 持 ち帰 り顕 微 鏡 下 で 同 定 を行 っ
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図1.調 査地 域概 要(国 土地理 院発行2万5千 分の1地 形図 「ウペペサ ンケ山」 よ り作 成)

Figure1.Mapofthestudyarea

表1.出 現 した 蘇 苔 類

Table1.Listofbryophytes

種 名 生 育基 物

ヤ ナ ギ ゴ ケLeρtodiotγumrip∂ 加 〃7(Hedw.)Warnst.

ウ カ ミカ マ ゴ ケDreρanoo/adusffuitans(Hedw.)Warnst .

チ ャ ツ ボ ミゴ ケJungθ 〃mann/lavu/can/`cola(Sch肝n .)Steph.

ゼ ニ ゴ ケnaarchantiaρo/ymorph∂L

壌

壌

壌

壌

土

土

土

土

た.種 の同 定 は岩 月(2001)に 従 っ た.

噴泉塔 に生育 す る蘇 苔類

噴泉塔及び白色沼から採集された蘇苔類は蘇類2

種,苔 類2種 の計4種 であった(表1).確 認され

た蘇苔類の生育基物はすべて土壌で,そ こは白色沼

の温泉水が浸る場所である.ま た,噴 泉塔群の石灰

華上に生育 している蘇苔類は確認できなかった.今

後,よ り詳 細 な調査 に よ り新 た に 出現 す る種 の可 能

性 も示 唆 され るが,今 回確 認 され た 種 は,こ の地域

を特 徴 づ けて い る種 で,丸 山噴 泉 塔 の 主要 な群 落 で

あ る と考 え られ る.

チ ャ ッ ボ ミ ゴ ケJungerm∂nniavule∂nieola(写

真1)は 単 一 の 大 き な 群 落 が 数 ヶ所 発 達 し,高 さ

5cm程 度 の マ ウ ン ドを形 成 して い る.ウ カ ミ カマ

ゴ ケDrep∂noeladusfluitans(写 真2)の 群 落 に
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写 真1.チ ャ ツ ボ ミ ゴ ケJungerm∂nnX∂vu/c∂nico/a(2010年

10月7日,乙 幡 撮 影)

Photo.1.Jungermanni∂vu!canico1∂(takenbyY.OPPATA

on7thOctober,2010)

写 真2.ウ カ ミ カ マ ゴ ケDrep∂noc/adusfluitans(2010年10

月14日,乙 幡 撮 影)

Photo.2.Dreρanoe!adusfluit∂ns(takenbyY.OPPATAon

14thOctober,2010)

は,ヤ ナ ギ ゴケLeptodictyumripariumと ゼ ニ ゴ ケ

M∂rchanti∂polymorphaが 混 生 して 生 育 し,石 灰 華

に な りつ つ あ る個体 も見 られ た.

確 認 され た4種 の うち,温 泉 や 鉱泉 に起 因す る種

は チ ャ ツボ ミゴ ケ と ウ カ ミカマ ゴケ で あ る.チ ャツ

ボ ミゴケ は北 海 道 か ら九州 の温 泉 や鉱 水 が 浸 出 す る

場 所 に生 育 し,群 馬 県 草 津 温 泉 の 穴 地 獄 に は特 に

大 き な群 落 が 発 達 し観 光 名 所 に な っ て い る(秋 山

2002).一 方,ウ カ ミ カマ ゴケ は北 海 道 か ら九 州 に

分 布 し,屈 斜 路 湖 で は毬 ゴ ケ と して も知 られ る.主

に水 中や 湿 地 に生 育 し,北 海 道 屈斜 路 湖 の 川 湯 近 く

の強 酸 性 の水 中 に大 群 落が あ る(岩 月2001).ゼ ニ

ゴ ケ とヤ ナ ギ ゴケ は水 辺 に生 育 す る こ と もあ るが,

調 査 地域 以外 で も一 般 的 に見 られ る種 であ る.特 に

ゼ ニ ゴケ は 人家 の 周 囲 に も見 られ る ほ ど,多 様 な環

境 に生 育 し,井 上(1955)に よれ ば,生 育 で きる酸

性 度 の 範 囲 もア ル カ リ性 か ら酸 性 の広 い範 囲 に 及 ん

で い る.噴 泉 塔 で確 認 され たゼ ニ ゴケ は数 個 体 で少

な く,ま た,登 山道 の途 中 に多 くの群 落 が 存 在 す る

こ とか ら,人 為 的 な影 響 も考 え られ る.

おわ りに

蘇=苔類 は他 の 植 物 に比 べ て植 物 体 が 小 さ く,ま た

隠 花 植物 で あ る こ とか ら関 心 が持 たれ に くい と言 え

る.し か し,そ の生 態 は環境 変化 や 人 為 的 影響 に と

て も敏 感 で,踏 圧 や 登 山 道 の荒 廃 な どに よって 容 易

に群 落 が 減 少 す る可 能 性 を持 っ てい る.ま た,丸 山

噴泉 塔 に生 育 す る蘇 苔 類 の一 部 は,温 泉 成 分 と密接

に 関係 し噴 泉塔 特 有 の 景観 及 び生 態系 を形 成 して い

る.し た が っ て,今 後 は 噴泉 塔 の 貴重 な地 形 と と も

に,周 囲 に生 育 す る こ う した植 物 も考慮 した保 全 が

望 まれ る.
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Summary

BryophyteswerecollectedfromthesinterconesofMaruyamavolcano .Asaresultof

identification,fourspecieswereconfirmed.Thatis,」 召ηgθrη2∂ηη1∂ 四10∂ η1co1∂,Orθp∂ ηoc1∂(1ロ5

∠7ロ1`∂ns,Lρ μo(ガoり ・召η1rψ ∂r1召η2,and蔽 ～rcゐ∂ηが∂po∠ 卿201p乃 ∂werefound .」:四1c∂ η1001∂and1λ

万召1`∂η5areknowntogrowinhotspringsandmineralsprings.Therefore,itwassuggested

thatthesespeciesarerelatedtothelakehakushoku-numa.

Keywords=bryophytes,sintercone,Jungerm∂ ηη1∂ 四1c∂ η1co1∂
,1)rθ1ρ ∂ηoc1∂dusfl召1`∂ η5


